
           

                

近年普及が進んだキャッシュレス決済の仕組みを活用して、食物アレル

ギーを有する者が食物誘発性アナフィラキシーショックを発症することを予

防する。 

近年、販売される食品等は、その食品に含まれるアレルギー物質が表示

されるようになってきている。しかしながら、食品に表示されるアレルギー

物質は、食物アレルギー症状を引き超すことが高い特定成分に限定されてい

るが、購入者によっては、特定成分以外の物質がアレルゲンである場合もあ

る。また、購入する商品毎に、注意すべき成分を確認するのは煩わしく、見

落とす恐れもある。 

既存のキャッシュレス決済の仕組みを活用した社会デザインモデルの構

築。 

交通系ICカード等の電子決済用識別情報とカード所有者のアレル

ゲン情報を対応付けることで、購入商品の電子決済時に原材料にアレ

ルゲンを含む商品が含まれていないかを照合するキャッシュレス決済

システムである。アレルギー判定専用のICカードを持ち歩く必要がな

く、簡易かつ確実に購入商品についてアレルギー判定を行うことがで

きる。 
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